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　日本列島では，中国から漢字が流れ着
いた時から歴史の記録が始まり，思想を
残すことや科学することも始まった。と
ころが，19世紀後半になり，中国や日
本に西洋文明が押し寄せてきた時，その
膨大でさまざまな概念を取り入れるた
めに漢字の組み合わせ（熟語）が工夫さ
れた。その多くは中国よりも少し早く日
本でなされ，中国に逆輸出されていっ
た。その代表格は「社会」「哲学」「地球」
などである。医学の領域でも「神経」を
始め，多数の用語が日本から中国に渡っていった。本連載では，逆輸出され
た医学用語の歴史をひもといていきたい。
　どのような用語が逆輸出されたかを探すのにとても便利な辞典がある。『新
華外来詞詞典』（北京：商務印書館，2019）だ（現代中国の簡体字や旧字は，
今後とも用いない）。第 1回は「糖尿病」を取り上げる。患者団体などから「『尿』
が入っているのが不快だから用語を変更したい」との動きがあるからである。
賛否はともかくも用語の歴史を概観してからにしてほしいと筆者は思ってい
る。なお，本連載における用語の初出等は『新華外来詞詞典』『日本国語大辞
典』『Google Scholar』を参考にしており，煩瑣な表記となるため情報元につ
いてそれぞれ明記しないこともある。
　「糖尿」は Glycosuriaの訳として，奥山虎章がまとめた『医語類聚』（1872）
に初出する。学術外では 1934年の寺田寅彦の書簡に出てくる「所長が少し糖
尿の気味だといふ話」が最初のようである〔日国友の会のWebサイト（
onl.sc/B3cwRL3）を参照。日国＝日本国語大辞典〕。Diabetes mellitusの diabetes
はその前に 1792年の『西説内科撰要』に「尿崩」として登場している。Dia-
betesはギリシャ語由来で「サイフォン」のことで，多尿がイメージされてい
る。Mellitusは「蜜」のことであり，diabetes mellitusは当初「蜜尿病」と訳
されていた〔『増訂内科提要』（1875）〕。「糖尿病」の論文初出は 1887年の「蔓
延性脳脊髄 Sclerosisに於ける糖尿病の発見」（順天堂医学誌記事）と思われる。
中国ではこの病態は「消渇」とされていて本邦でもこれが用いられていたが，
「糖尿病」は 1918年になって『西葯指南』（覚迷）に現れる（西葯＝西洋薬）。
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著者の熱い心に触れ，明日の
診療につながる気力を得る
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　本書『PT・OT・STポケットマニュ
アル』が発刊されました。ポケットに
収まるサイズでありながら広範囲を網
羅，かつわかりやすい内容になってい
ます。
　I章の「リハビリテー
ション・プロフェッシ
ョナルとしての常識」
では，プロフェッショ
ナルとしての在り方，
認知・非認知能力の重
要性，診療記録，キャ
リアパスへの示唆まで
論述されています。ま
さに，新人セラピスト
が最初に目を通すべき
内容だと感じました
し，診療参加型臨床実
習に参加中の学生が熟
読すべき内容であると
も思いました。II章「リ
ハビリテーション医療の基礎知識」で
は，ICF，病期ごとのリハビリテーシ
ョン，リスク管理，診療報酬システム
などについて論述されています。III
章「リハビリテーション評価の基本」
では，問診と面接から広範囲の基本的
評価について論述されていますが，図
表や画像所見も豊富で，大変わかりや
すくなっています。IV章「リハビリ
テーション治療の基本」では，関節可
動域訓練やポジショニングなどのベー

シックな治療はもちろんですが，エビ
デンスに基づく最新治療についても簡
単に紹介されていて，本書から論文や
書籍などの検索に進むことも可能でし

ょう。V章「疾患ごと
のリハビリテーション
診療」では，さまざま
な疾患に対する推奨治
療が多くの図表を使用
してコンパクトに論述
されています。VI章
「重要評価スケール」
では，代表的評価方法
がコンパクトにまとめ
られています。
　若手セラピストは，
当初はプロフェッショ
ナルとしての覚悟が低
い場合が多く，日々の
臨床で悩み，問題点を
解決し，成長していく

経験こそが重要になります。そのため
の羅針盤的存在のポケットマニュアル
として本書が大変有効であり，On-
the-Job Trainingの手助けをする一冊と
なってくれることでしょう。同時に，
診療参加型臨床実習に参加される学生
さんが，エビデンスに基づいた評価・
治療を実践していくにあたり大きな影
響を与えることができ得る書籍である
ことは間違いないと思います。
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　『神経症状の診かた・考えかた――
General Neurologyのすすめ』は，日本
ではまだなじみの薄い「General Neu-
rology（総合神経学）」
に関する書籍である。
2014年に初版が出版
されて以来，総合診療
医や脳神経内科医を中心として多くの
医師に感銘を与え続けてきた本書が，
待望の第 3版を迎えた。
　頭痛，めまい，しびれなどの身近な
症状に対して，問診と身体診察を中心
に解説した本書は，堅苦しい話は最小
限にとどめながら，ベッドサイドで役
立つ情報をこれでもかと言わんばかり
に詰め込んでいる。著者は「臨床場面
で患者に向き合う時，何か気概・情熱
をもって臨む（中略）そういう気概を
『臨床力』と呼びたい」と述べており，

本書は「臨床力」や「臨床推論力」を
養いたい人々にとって最適な内容とな
っている。著者の熱い心に触れ，明日

からの診療につながる
気力を得られる読者は
多いだろう。
　第 3版では，肩こり

の章も新たに追加された。身近な症状
にもかかわらず，今まであまり書籍や
論文に記述されてこなかった肩こりに
ついても一つの章を割いて取り上げた
ことは，「General Neurology」ならで
はの取り組みだ。さらに，物忘れ，精
神症状，けいれん，意識障害，パーキ
ンソン症候群など，他の神経症候につ
いても一通り記述されているため，一
般外来で出合う脳神経内科領域の病態
を一通りカバーできる一冊となってい
る。

　本書の本文では，著者の豊富な経験
と知識に基づいた疾患の本筋をとらえ
たスマートな記述が目を引く。本文だ
けでも，脳神経内科領域の基礎知識を
固めることができる。それに加え随所
に散りばめられている「症例」と
「Memo」というコラムも秀逸である。
「症例」では，実際の症例を疑似体験
することで，生きた知識が定着してい
くことが体感できる。紹介された症例
はいずれもコンパクトな記載にもかか
わらず，示唆に富んだものばかりであ
り，症例だけを斜め読みしていくとい
う楽しみ方もよいだろう。「Memo」
では，歴史的背景など知っておくと楽
しくなるような知識が盛りだくさんで
ある。もちろん臨床的に重要な事項も

多く含まれている。アドバンスな小ネ
タが本書に良いアクセントを加えてく
れている訳だ。
　総合的に見ると，本書は「General 
Neurology」に関する入門書としても，
ある程度の経験を積んだ臨床医のさら
なるスキルアップのための実践的なテ
キストとしても非常に優れた内容とな
っている。初版から長年にわたり多く
の医師から支持され続けているのは，
その内容の充実度とともに，著者の熱
意が伝わってくるからだろう。本書を
手に取った読者が，脳神経内科領域に
おいてさらなるスキルアップをめざ
し，患者さんに寄り添う臨床医として
成長することを期待したい。
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日々 の臨床で悩む療法士や
臨床実習に臨む学生の羅針盤
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